
顔が見え、声が聞こえる交流を模索 





次代に繋ぎたいユーラシアンクラブ 
 

大野遼がユーラシアンクラブを構想し、立ち上げたのは、ペレストロイカで旧ソ連が崩壊した

ロシアや、改革開放政策の中国から日本への留学生が来日し始める時期を迎え、「アジア」の窓

が開けた時期である。それまで、日本列島の人と文化の北方の系譜を探る「北方ユーラシア学

会」（江上波夫会長）の理事・事務局長として、考古学、民族学、言語学、人類学の調査の進行

をコーディネートしていたが、生きている人間の理解、親睦、交流の枠組みが必要だと考えるよ

うになり、ロシア・沿海地方への視察ツアー、準備会の設置、そして1993年2月10日九段会館に少

数民族代表団14人を招へいしての国際シンポジウムでユーラシアンクラブは創設された。団体の

名称を「アジアンクラブ」とせず「ユーラシアンクラブ」としたのは、いずれ「アジアの時代」

が来て、「アジア」を超えて国家民族宗教を超えた人間関係の枠組みが議論される時が来る、と

の考えからでした。 
しかし、日本では、ユーラシア大陸、アジアの諸民族とりわけ少数民族・先住民族への理解が

不足していることから、少数民族の自立支援の活動の前提としての「理解の促進」への考慮が必

要となり、インターカレッジ文化講座「ユーラシアンフォーラム」や留学生とのフォーラム、少

数民族村シカチアリャンの自立支援の活動などを展開しました。しかしこれは村への支持拡大に

はつながりませんでした。日本人の間にはアジア諸民族への理解が圧倒的に不足し、発足当初仲

介的パートナーであった現地地方政府関係者、アカデミー書記、少数民族村指導者との意識

ギャップも活動を阻害しました。 

15年ほど前からは、音楽を通した諸民族の理解促進にも取り組み、その総決算ともいうべき活

動として2012年9月に日本・ウズベキスタン国交20周年記念音楽のシルクロードツアーを実施しま

した。 
数年前から、地域拠点型活動の展開を掲げ、本部事務所を東京都中央区日本橋室町に移転する

と共に、大野遼が住む愛川町に支部「愛川サライ」を立ち上げ、活動を拡げています。また「日

本人クラブからの脱皮」「情報通信化」を議題に話し合いを続け、2012年6月に、江藤セデカ理事

長、バーボルド副理事長を中軸とする、今後10年を見越した新しいユーラシアンクラブの執行部

が誕生しました。 
満20年を迎え2012年4月28日に開催される、ユーラシアンクラブ創設20周年の集いは、国家民族

宗教を超えて、少数民族にウェートをおいて理解親睦協力を模索するユーラ

シアンクラブを次の世代に繋ぎ、アジアの絆として活動する団体となること

を願って開催されます。 
新理事長の江藤セデカは、在日年数が母国アフガニスタン在住年数を上回る

アフガニスタン人でもあります。年来の祖国の戦禍を憂

い、ＮＰＯ法人イーグル・アフガン復興協会を設立し女

性や子供を中心としたアフガニスタン支援の活動を続け

てきました。 
副理事長のバー・ボルドは、モンゴル子ども文化基金を立ち上げ、子供たち

の修学資金援助を行う一方、3年連続モンゴル相撲学生チャンピオンであった

経験を生かし、モンゴル・ブフ・クラブを主宰、大相撲で活躍するモンゴル人

力士の支援者、在日モンゴル人のリーダー的存在です。大相撲の幕内力士蒼国

来氏を支援し、八百長問題での解雇無効判決を引き出した。 
アジアの基層文化形成に大きな影響を与えたペルシャやモンゴルの文化を軸としたアジアの絆

形成を視野に入れた新しいユーラシアンクラブの展望を皆様と共有いたしたいと思います。 

以下、ユーラシアンクラブ創設の20年を振り返り、今後の活動の基盤にしたいと思います 
 
2013年2月 

         特定非営利活動法人ユーラシアンクラブ 会長 大野 遼 
理事長 江藤 セデカ 

副理事長 バー・ボルド（富川 力道） 



【ユーラシアンクラブ創設の前史】 

ユーラシアンクラブ創設に先立って私は10年ほど、日本列島の人と文化の成り立ちについて調査研究する北方

ユーラシア学会（故江上波夫会長）の理事・事務局長として、アルタイ山脈のスキタイ（パジリク）文化の凍結墓

の発掘調査や旧石器時代の遺跡調査、バイカル湖周辺からシベリア各地の人類学調査、沿海地方の少数民族調査、

奈良・平安時代に日本海を渡って大和朝廷と交流していた渤海使節が船出した港湾遺跡の発掘調査などさまざまな

調査を組織していた。この学会を創設したメンバーは、当時の日本を代表する学術界の指導者ばかりで、私が北方

ユーラシア学会からユーラシアンクラブ設立にシフトした後も、今でも応援を頂いている。私は、小学生の頃か

ら、小舟で日本海を渡り大陸奥深くに立つという幻影がインプットされており、高校生の頃に、川越駅前の書店で

手に取った加藤九祚先生のシベリアに憑かれた人々の本を知り、後に私が勤めていた大阪で、国立民族学博物館が

設置され、そこに加藤九祚先生が赴任されたことを知ってから、人生が大きく旋回した。当時私は、メディアの記

者として、日本の歴史学や文化財を取材し、メディアの記者たちに取材のノウハウを研修したりもしていたが、日

本人の歴史理解が、国内的にも対外的にも南方の系譜に偏っていることを正さなくてはならないという気持ちを強

く持っていた。そうした時、旧ソ連の中ではペレストロイカの波が寄せ、神戸に着岸したソ連船の中に、シベリア

の少数民族関係者がおり、取材したり、国立民族学博物館に訪れるソ連の研究者と接触しているうちに、当時筑波

大学の人類学系の責任者だった加藤晋平教授に面会し、「日本人の北方基層を探る会」を立ち上げ、加藤九祚、坪

井清足、田中琢、松本秀雄、田中稔、大林太良ら学界の錚々たる人たちに交じって「北方ユーラシア学会」を創設

した。私は加藤九祚先生、加藤晋平先生のお供をしながらノボシビルスクやアルタイ山脈に5年ほど通い、さまざま

な調査に立ち会った。そして実現したのがアルタイ山脈のスキタイ（パジリク）文化の凍結王墓の発掘であった。

この計画は、ゴルバチョフ書記長訪日の際には、日ソ政府間公文で「日ソ共同調査」として記載され、ウラジオス

トクからシベリア鉄道でコンテナ8本分の調査機材（大型トラック、バックフォー、冷凍コンテナ、写真機材一式ほ

か）を送り、調査機材の調達では、田中琢氏や樋口直正氏らの協力を得た。こうして100人余りの諸学会の研究者を

現地に派遣し、旧ソ連崩壊の年8月、ゴルバチョフ氏が拉致される報道を聞きながら、発掘が行なわれた。私は並行

して、渤海遺跡や日本海対岸の新石器遺跡、民族調査の実施のため、当時閉鎖されていたウラジオストクのソ連科

学アカデミーシベリア支部代表とコンタクトし、坪井清足、荻原真子という錚々たる研究者とウラジオストクを訪

問し、学術調査の協定書を結び、渤海港湾遺跡発掘、新石器時代の遺跡調査、民族調査などその後の調査進展につ

なげた。後に加藤九祚先生はウズベキスタンの仏教遺跡の発掘で、加藤晋平先生はチンギスハーンの陵墓を探すゴ

ルバンゴル計画に入り目覚しい成果を上げた。 
ユーラシアンクラブの構想は、私が文部省の記者クラブに詰めていた頃から脳裏にあったものだが、ユーラシア

文化センターを設立する計画があり、メディアを退社した後、自力で立ち上げる形で、北方ユーラシア学会を通し

た学術交流とユーラシアンクラブの立ち上げは、並行して進めた。学会が、研究者同士の直接の交流が始まるのに

合わせて、私は学会を少しずつ離れ、ユーラシアンクラブに専念することになった。 
「いずれアジアの時代が訪れて、のちにユーラシアの時代が来る。国家の時代が終焉し、国家民族宗教を超えた人

間関係の枠組みが役割を果たす時代に入った。既存の国家は全て、今では少数民族、先住民族と呼ばれている人々

の歴史文化的恩恵を受けて今日がある。民族の共生、自然との共生を模索し、特に先住少数民族に敬意を払い、重

視することが新しい価値観の基礎となる時が来た。ナショナリズムからの脱皮が必要だ。人類の古い殻を打ち破ろ

う」と考えてのことであった。 
 この考えを実行に移すために、日本列島ではアイヌ、アジア大陸では、日本列島に最も近い旧ソ連極東地域の先

住少数民族との交流を視野に準備した。「隗より始めよ」といった気持ちで進めた第一歩であった。   

      

【シカチアリャン村訪問からユーラシアンクラブ創設まで】              
   

私は既にシベリアや極東の少数民族村を旧ソ連の時代から訪問していたが、クラスニーヤル村の次に初めて訪れ

たのはシカチアリャン村だった。 
1991年11月の頃と思う。雪に閉ざされた真っ暗な村の一角から明かりが漏れていた。村役場兼村長室。20人余り

の村民が狭い一室に集まり、軍人上がりの巨漢のロシア人村長を囲み、喧々囂々の議論の真っ最中であった。議論

の内容は分らなかったが、ある者はアルコールの臭いをふりまいて、口角泡を飛ばす勢いで怒鳴り散らしている。

村長は天を仰ぐような形だったと思う。旧ソ連崩壊直後の村の日常の風景と受け止めた。その後この村長とは何回

か会い、村の産業発展の可能性や何故か村に一つしかない井戸の水質について語るのを聞いた。私は既に訪れてい

た沿海地方のクラスニーヤルと合わせ、日本海対岸の沿海地方、アムール流域の少数民族村を訪ね、村の自立と交

流を促進する枠組みを模索する視察ツアーを実施することにした。ツアーの募集は日本経済新聞に掲載され、10数
人が応じてきた。旧ソ連崩壊の翌年1992年9月、沿海地方クラスニーヤル村方面とアムール流域方面の二系統の少数

民族村視察ツアーが実施された。樋口直正、井口隆太郎、荒井忠志、島村勝二ら視察ツアーに参加した二系統の参

加者たちはハバロフスクで合流し、船でアムール川を下り、アムール川の岸辺からシカチアリャン村に上陸した。 
 ロシア連邦の極東で、最も大都市から近いシカチアリャン村は、今後の交流の拠点とするには最もふさわしいこ

とを改めて確認。視察後、ハバロフスクに戻り、地方政府調査で行ったシンポジウムで「ユーラシアンクラブ」創

設を提案、翌年１９９３年２月、ウラジオストク、クラスニーヤル、ハバロフスク、シカチアリャン、ブラバから

先住民族村のリーダー、行政担当者ら１４人を招聘し、自立に役立つと思われる山形県の農協などを視察の後、１0
日、九段会館で開催した国際シンポジウムで創設を決めた。  



↓アルタイ山脈パジリク谷の王墓調

査→豆満江河口の渤海港湾遺跡の発

掘調査 



１９９２年    
 ９月 アムール河流域視察（設立準備） 
 １０月 ユーラシアンクラブ設立準備会発足 
 １１月 中古車１２台発送（ナナイ、ウリチ、ウデゲの民族村へ贈与） 
 １２月 ユーラシアンクラブキャンプ取得（シカチアリャン） 
１９９３年  
 ２月 シンポジウム開催、ユーラシアンクラブ創設（公益法人化を明記） 
  連絡用ＦＡＸを現地に設置（ウラジオストクほか５カ所） 
 ３月 民族村視察（シカチアリャンほか） 
  極東技術大学と少数民族村青年教育特別講座開設の協定書 
 ４月 キルギスタンにユーラシアンクラブ開設（拠点）。キャンプ取得 
 ５月 荒井幹事、山菜加工技術セミナー開催 
  ハバロフスク地方政府知事から人道援助の要請書 
 ６月 井口幹事、ウラジオストク視察 
  沿海地方政府知事から人道援助の要請書 
  北方ユーラシア学会第１回例会（オブザーバー参加） 
  会報「ユーラシアホットライン」創刊 
 ７月 環日本海経済交流協議会に民族文化センターで働きかけ 
  民族誌映像を見る会スタート 
 ８月 荒井幹事、極東視察（キノコ関連技術セミナーの可能性視察、沿海州） 
  要請を受けてクラブキャンプ補修（シカチアリャン） 
  民族誌映像を見る会「アイヌの熊祭りと他の民族の熊祭りを比較する」 
 ９月 姉妹団体｢北方ユーラシア学会｣のペトログリフ調査協力（ウスリー河、アムール河流域） 
  ユーラシアンクラブ現地オフィス取得（ハバロフスク） 
  民族村の青年５人極東技術大学へ入学 
  民族誌映像を見る会「シベリアの少数民族のシャーマニズム」 
 １０月 中古車、布地（東林氏提供）、文房具など援助品を極東に発送 
  外務省の「日本ロシア極東交流協議会」に加入 
  北方ユーラシア学会第２回例会（オブザーバー参加） 
  民族誌映像を見る会「ブリヤートの文化」 
  山形で幹事会（発起人会設立より１年間の総括） 
 １１月 日本ロシア極東知事会議開催－正式参加・傍聴 
  「ユーラシアンクラブの設立は日露交流の大きな成果の一つ」と評価（ハバロフスク地方知事） 
  民族誌映像を見る会「極東ロシアとサハリンの先住民族の歴史と現況」 
  北方ユーラシア学会理事会にて、ユーラシアンクラブを姉妹団体と確認 
 １２月 伝統工芸講習３カ月コーススタート。８人入学 
  民族誌映像を見る会「フィン・ウゴル系の諸民族」 
  北方ユーラシア学会第３回例会 
１９９４年      
 １月 大野代表、チュクチ民族村視察、ユーラシアンクラブ開設 
 ２月 ユーラシアンクラブ／ロシア極東幹事会開催。 
  極東クラブの法人化、伝統産業取引所開設の方針を確認 
  ハバロフスクの現地幹事（ナナイ人ウザ・グリゴーリ）の活動開始 
  民族誌映像を見る会「エヴェンキ  タイガの遊牧民」 
 ３月 民族誌映像を見る会「サハの口琴」 
 ４月 グループ別幹事方式を決定  
                      民族誌映像を見る会「復元されたアイヌ映像」 
                      会報「ユーラシアホットライン」第２号発行 
 ５月 山菜加工セミナー   
                      民族誌映像を見る会「アラスカ  ユピック・エスキモー」 
 ６月 民族誌映像を見る会「チベット仏教  ２つのモンラム祭」 
 ７月 民族誌映像を見る会「カザフスタン  復権するステップ遊牧僕文化」 
 ８月 ロシア極東地方クラブ幹事を招請、合同幹事会。続いて飯豊町、小国町表敬訪問 
  会報「ユーラシアホットライン」第３号発行 
  民族誌映像を見る会「シベリアの極小諸民族」 
 ９月 姉妹団体、渤海遺跡調査  
  親睦旅行（中央アジア）  
  民族誌映像を見る会「バルトの民族と英国の民族」 
 １０月 パソコン通信会議室開設（Nifty Serve） 
  民族誌映像を見る会「トゥーヴァ  チュルク民族とモンゴル文化の接点」 
 １１月 日露極東知事会議に参加、飯豊町と姉妹村促進で協議 
  民族村幹事の要請により中古ミシンの寄贈活動を開始 
  会報「ユーラシアホットライン」第４号発行 
  民族誌映像を見る会「カナダ  イグルーリック・イヌイト」 
 １２月 第１陣２６台のミシンを船便送付（シカチアリャンほか） 
  北方ユーラシア学会の学術調査団と現地訪問協力（沿海地方） 
  民族誌映像を見る会「舟 ①」 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９５年        
 １月 北方ユーラシア学会、東大、一橋大、千葉大、早大、國学院大、国士館大、創価大と協力、 

インターカレッジ文化教養講座計画確定 
  民族誌映像を見る会「サミ  過去と現在」 
 ２月 ウラジオストクの代理人とインターネット通信開始 
 ３月 第１回記念講演会「民族の共生、自然との共生」（早稲田大学国際会議場） 
  講師：田中克彦、大林太良、松本秀雄 
  民族誌映像を見る会「サハの文化」 
 ４月 インターカレッジ文化講座スタート（☆）（国立教育会館） 
  社団法人東京倶楽部の助成決定 
  ☆林俊雄、川又正智、佐々木史郎 …… ４月のテーマ「歩く」 
 ５月 ☆加藤九祚、吉田集而、山田吾郎 …… ５月のテーマ「食べる」 
  山形県飯豊町の使節団とクラスニーヤル村を訪問 
  民族誌映像を見る会「タイミール半島の自然と人々」 
 ６月 ☆伊東一郎、荻原真子、大林太良 …… ６月のテーマ「祀る」 
  郵政省国際ボランティア貯金の助成金支給決定（２事業対象） 
  会報「ユーラシアホットライン」第５号発行 
  民族誌映像を見る会「モンゴル人民共和国の時代の映像から」 
 ７月 クラブ親睦会    
  民族誌映像を見る会「ツングースと呼ばれた人々」 
 ８月 山菜加工技術指導、手工芸品技術指導のため専門家派遣(ボランティア貯金助成事業) 
  中古ミシン４０台搬送（シカチアリャンほか村興し） 
  親睦旅行（沿海地方）   
  民族誌映像を見る会「バイカル湖  シベリアの環境問題」              
 ９月 親睦旅行（中央アジア）  
  民族誌映像を見る会「ユーラシアの口琴を巡って」 
 １０月 後期講座スタート   
  ☆加藤定子、矢島叡、村澤博人 …… １０月のテーマ「着る」 
  民族誌映像を見る会「ダゲスタンの人々と工芸」 
 １１月 アイヌ文化フォーラム（１８、２５日） 
  ☆浅川滋男、渡辺仁、大貫静夫 …… １１月のテーマ「住む」 
  会報「ユーラシアホットライン」第６号発行 
  民族誌映像を見る会「カナダの先住民族問題を考える」 
 １２月 アイヌ文化フォーラム（２～３日、山荘ポロチセ訪問） 
  ☆風間伸次郎、中川裕、金子亨 …… １２月のテーマ「話す」 
  民族誌映像を見る会「中央アジアの楽器と音楽」 
  富山県の会員がシカチアリャン村の女性３人を招聘（東林氏、手工芸品技術研修） 
  ニブヒ代表招聘    
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９６年       
 １月 民族村親睦旅行（沿海州）  
  民族誌映像を見る会「熊送りを巡って」 
 ２月 民族誌映像を見る会「中国の映像人類学」 
 ３月 シカチアリャン村訪問   
  会報「ユーラシアホットライン」第７号発行 
  第２回記念講演会｢民族の海：ユーラシアの喜びと悲しみ－１９世紀と２１世紀の間｣ 
  講師：加藤九祚、田村晃一、荻原真子 
  民族誌映像を見る会「旧ソ連の異民族  コーリョーサラム」 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“民族の海” 
  ☆加藤晋平、白井久也、中本信幸 …… ４月のテーマ「シベリアの真珠バイカル」 
 ５月 縫製産業育成専門家４人がシカチアリャン村を訪問、作業ラインを構築 
  山形県飯豊町がクラスニーヤル村の猟師３人を招聘 
  ☆佐々木利和、小嶋芳孝、原暉之 …… ５月のテーマ「モンガボ・アムールの旅」 
  ツングース語講座（風間伸次郎講師） 
 ６月 飯豊町の山菜加工専門家４人がクラスニーヤル村を訪問、技術指導 
  キルギスタンの幹事（映画監督・カリジン・アクマタリエフ）招聘（国際交流基金） 
  クラブ創設幹事会（本会が、将来の公益法人における理事会であるとの位置づけを確認） 
  ☆高倉浩樹、藤代節、ニコライ・バラムィギン …… ６月のテーマ「大河回廊レナ」 
 ７月 クラブ親睦会    
 ８月 親睦旅行（沿海州）   
  親睦旅行（中央アジア）  
  会報「ユーラシアホットライン」第８号発行 
 ９月 親睦旅行（アムール河流域） 
  縫製技術セミナー   
  北方ユーラシア学会の渤海遺跡調査協力 
  

      １０月 後期文化講座スタート   
  ☆林俊雄、岡田英弘、小長谷有紀 …… １０月のテーマ「ユーラシア１万キロ」 
  公益法人設立趣意書作成  
  秋の温泉旅行、雪室（グリーンファーム）見学：小出郷・湯之谷村 
 １１月 「在日ユーラシア人の会」準備会スタート 
  アイヌ文化フォーラム（高橋規講師） 
  騎馬民族誌映像を見る会（講師:林俊雄、工藤充） 
  ☆本郷民男、小松久男、宇藤千枝子 …… １１月のテーマ「“神々”の交替」 
 １２月 在日ユーラシア人の会設立  
  ☆金子亨、志茂碩敏、田中克彦 …… １２月のテーマ「草原の民－流転と興亡」 
  コラ・ベルディＣＤ「白き島」制作 
  会報「ユーラシアホットライン」第９号発行 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
 
 

１９９７年       
 １月 シカチアリャン村視察（手工芸品製造等） 
  ロシア極東地区幹事会（北方少数民族コミュニケーションウィーク合意） 
  シカチアリャン民族文化センター建設への協力をロシア国家北方委員会ハバロフスク 
  支部長に依頼    
  在日ユーラシア人の会第１回ミーティング 
 ２月 民族料理を食べる会（セシオン杉並） 
 ３月 ユーラシア・ティーパーティ（東京芸術劇場） 
  キルギス留学生湯之谷村・小出町でホームステイ（１人） 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“ユーラシアの風” 
  ☆赤澤猛、宝来聰、山口敏 …… ４月のテーマ「人類の形成」 
  バザール参加（湯島聖堂）  
 ５月 シカチアリャン村小学校、幼稚園に文具、遊具寄贈 
  “稲作＆温泉 in 湯之谷”ツアー（新潟県小出町、湯之谷村） 
  クラブ幹事会（９６年度事業・会計報告） 
  ☆井上紘一、金子亨、直川礼緒 …… ５月のテーマ「民族の形成」 
  バザール参加    
 ６月 バザール参加    
  ☆谷本一之、藤井知昭 …… ６月のテーマ「芸能と音」 
  映画「大シルクロード」試写会（日本映画学校） 
 ７月 クラブ親睦会    
  ☆田中哲二講座  「中央アジアの親日国キルギス」 
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
 ８月 親睦旅行（中央アジア）  
 ９月 親睦旅行（沿海州）   
  北方ユーラシア学会による渤海調査協力 
  “稲刈＆温泉 in 湯之谷”ツアー（新潟県小出町、湯之谷村） 
        
 １０月 後期文化講座スタート   
  ☆岡内三眞、藤本強、枡本哲 …… １０月のテーマ「歴史探訪」 
  バザール参加    
  会報「ユーラシアホットライン」第１０号発行 
 １１月 シンポジウム「古代の海を渡ったユーラシアの風－現代の渤海船を派遣しよう」 
  ☆橘守、石塚猛、池田憲彦 …… １１月のテーマ「自然との共生」 
  第１回ユーラシアンフォーラム（懇談会） 
  ユーラシアンフォーラム（月刊ニュースレター）創刊 
 １２月 アイヌ文化フォーラム（アイヌ文化交流センター、高橋規講師） 
  ☆安田憲彦、佐藤洋一郎、阪本寧男 …… １２月のテーマ「農耕の起源」 
  第２回ユーラシアンフォーラム（懇談会） 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９８年       
 １月 シカチアリャン村視察（手工芸品製造等）、学用品寄贈 
  ビシュケク第一中学校に学用品等寄贈 
  ユーラシアフォーラム：キルギス学校寄付報告等 
 ２月 民族料理を食べる会（セシオン杉並） 
  舞台芸術フェアにブース出展、“ユーラシア芸能祭実行委員会”呼掛け 
 ３月 ユーラシアンフォーラム（ジカ:キルギスの文化、日本の文化） 
  留学生５名、湯之谷村・小出町でホームステイ 
  （サハ２名、キルギス１名） 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“国家、民族、宗教を超えて” 
  ☆岩間典夫、辺真一、高橋義夫 …… ４月のテーマ「民族と国家の狭間」 
  会報・ニュースレターの紙名交換（ニュースレターを「ホットライン」とする） 
  ユーラシアンフォーラム・ｱﾝﾄﾞﾚｲ&ﾅﾀｰﾘｬ：日本語とサハ語､他 
  会報「ユーラシアンフォーラム」第１１号発行 
 ５月 シカチアリャン村小学校、幼稚園に文具、遊具寄贈 
  会報「ユーラシアフォーラム(旧ﾕｰﾗｼｱﾝﾎｯﾄﾗｲﾝ)」第１１号発行 
  ☆服部英二、杉山正明、坂本勉 …… ５月のテーマ「ユーラシアの潮流」 
  ユーラシアンフォーラム・岩間典夫：オロチョン人として生きて 
  寺沢上人：クルド支援活動  
  ﾓﾛﾄﾞｶﾞｼﾞｴﾌ･ﾘｽﾍﾞｸ:中央ｱｼﾞｱの国際関係－政治経済等 
 ６月 ☆吉田世津子、山下宗久、小野智香子 …… ６月のテーマ「フィールドレポート」 
  クラブ幹事会（９７年度事業・会計報告） 
  ユーラシアンフォーラム・ｶﾑｼｭﾍﾞｸ･ｵﾑﾙｻﾞｺﾌ:キルギスの国際関係 
  ｻﾞﾋﾄﾞﾌ･ﾑｻﾞﾌｧｰﾙ:ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝについて 
 ７月 クラブ親睦会    
  ユーラシアンフォーラム：ｼｮﾏﾉﾌ･ｱｽｶｰ:ｶｻﾞﾌｽﾀﾝの経済 
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
 ８月 親睦旅行（中央アジア）  
  親睦旅行（沿海州）   
 ９月 サハ、タジク、キルギス留学生（計４名）送別会・蜂蜜パーティ 
  留学生１名、富山市でホームステイ（サハ） 
 １０月 後期文化講座スタート   
  ☆森安孝夫、片山章雄、宇田川洋 …… １０月のテーマ「ユーラシアの古代文字」 
  “紅葉＆温泉＆ミーティング in 湯之谷”（新潟県小出町、湯之谷村） 
  ユーラシアンフォーラム・ｱﾅｽﾀｰﾄｳﾞｧ･ｵﾘｶﾞ:ｻﾊの外交等 
  会報「ユーラシアフォーラム」第１２号発行 
 １１月 ☆林俊雄、吉田豊 …… １１月のテーマ「歴史を作った人々」 
     杉山正明講師分３月に延期 
  ユーラシアンフォーラム・ｳｽﾏﾉﾌ･ﾌｧﾙｰﾌ:ｳﾐﾄﾞ基金 
  ｻﾞﾋﾄﾞﾌ･ｼｪﾙｿﾞｯﾄﾞ:国際関係～ｳｽﾞﾍﾞｸを中心に 
 １２月 ☆堀晄、大貫静夫、谷一尚 …… １２月のテーマ「フィールドレポート」 
  ユーラシアンフォーラム・ｲﾘｰﾅ･ﾃｨｼｪﾅ:サハの伝統的祝日 
  ﾋﾞﾚｸﾞ:モンゴル子供基金  
  赤城山麓サッカー親善試合（群馬県） 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９９年       
 １月 シカチアリャン村ほか沿海州視察（手工芸品製造等） 
  群馬ＴＶ出演（大野、後藤） 
  会報「ユーラシアフォーラム」第１３号発行 
 ２月 リスベク送別会    
  モンゴル映画上映“四季『遊牧』～ツェルゲルの人々” 

（オリンピック記念青少年総合センター） 
 ３月 ユーラシアンフォーラム  
  ☆文化講座・杉山正明講師“マルコ・ポーロの謎”(98.11の振替) 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“国家、民族、宗教を超えて” 
  ☆岡田明憲、井本英一、前田耕作 …… 「ゾロアスター(教)の誕生と背景」 
                          －前橋会場とＴＶ中継－ 
 ５月 ☆岡田明憲 …… ５月のテーマ「ゾロアスター教と世界宗教」 
  写真展「ユーラシア源流～“遊牧民”のくらしと文化展」 
 ６月 ☆岡田明憲 …… ６月のテーマ「古代日本とゾロアスター教」 
  Raipon(ロシア北方少数民族協会)懇談会 
 ７月 留学生会議準備会（伊豆）  
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
  留学生１名、富山市でホームステイ（サハ） 
 ８月 親睦旅行（沿海州）   
  親睦旅行（中央アジア）、キルギス第一寄宿舎学校日本語科に教科書、ビデオテレビ寄贈 
 ９月 サハ、タジク、キルギス留学生（計４名）送別会、富士山登山 
 １０月 ☆楠  賢道 …… １０月のテーマ「中国新疆ウイグル自治区の満州族“シボ族”」 
  “紅葉＆温泉＆ミーティング in 湯之谷”（新潟県小出町、湯之谷村） 
 １１月 ☆ﾊﾞﾄﾞﾏ・ｱﾙﾙﾀﾉﾌ …… １１月のテーマ「ロシアのモンゴル国“カルムィック”」 
  クラブ幹事会（９８年度事業・会計報告） 
 １２月 ☆松村一登 …… １２月のテーマ「ウラル系の少数民族マリ人」 
  武蔵大学公開講座“中央アジアの新視点－ウズベキスタン今と昔”に企画協力 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
２０００年       
 １月 新年会     
  ☆鈴木  董 … １月のテーマ「ユーラシア再発見･忘れられた超大国－オスマントルコ」 
 ２月 ☆前田耕作 … ２月のテーマ「生活文化編・飛天の系譜－天使､ドラゴン､鹿､英雄」 
  小会議室開室(東京都渋谷区) 

ユーラシアンクラブ創設の第一期（1992年～2000年）新宿の小会議室確保まで 



ユーラシアンクラブ創設の第一期（１９９３年～2000年）小会議室確保まで 
 
【総括Ⅰ 少数民族村の産業自立支援に取り組む】 
 
 日本海対岸の先住少数民族村の経済的自立支援はクラブ設立当初の最大の課題の一つであった。ハバロフスク文

化局、先住少数民族村からは観光や地場産業の振興の要望が強くだされていた。自立支援・産業技術協力では（中

古車、ＦＡＸ贈与、活動キャンプ、オフィスの取得、中古ミシン、布地の贈与、乾燥パッキング機械提供、研修、

ミシン工場設置整備、姉妹村促進、）に取り組んだ→ 日本側；少数民族村への理解不足、ロシア側；代理人（文

化局次長、学術機関元書記、少数民族協会リーダー）によるキャンプ・オフィス・中古車の私的流用・剽窃、少数

民族村リーダーの理解不足、裁判３回；少数民族村側からの働きかけでキャンプの所有権が大野に戻るのに10年以

上かかる／2001年5月。最後はテレビ局の取材ヘリ同乗が契機となり現地での活動は挫折した。 

【モノローグ】 

 それまで日本人の歴史意識の中ですっぽり抜け落ちていた

「北方の視点」を活性化するべく、「アルタイ・シベリア歴

史文明展」を開催したり、日ソ交換公文に基づく「パジリク

王墓発掘プロジェクト」、旧ソ連と北朝鮮国境を流れる豆満

江河口にある渤海港湾遺跡の発掘、沿海地方狩猟文化の調査

などを北方ユーラシア学会を通して組織し活動していた。し

かし「アジアの時代」が来ることを想定し「ユーラシアンク

ラブ」の創設を提案したのが1992年。日本海対岸の「沿海地

方」は「ユーラシアの窓」だから。限りなく先住・少数民族

に敬意を表する国家・民族・宗教を超えた理解親睦協力の枠

組みを志向して活動はスタートした。「模索」はしかし、あ

まりにも隔絶した交通手段のない少数民族村の人との接点を

維持することに難渋し、中古車やＦＡＸ器械を現地に届けることから始まりました。また現地の拠点としてウラジオスト

クやハバロフスク、そして大都市から最も近い民族村シカチアリャンに、アパート２軒やキャンプ用地を取得し現地代理

人に管理を委託しましたが、パートナーであるはずの少数民族村との間を仲介する現地政府のリーダーN.R.、学会指導者

M.P.、現地少数民族団体リーダーが私物化略取し挫折。クラブ創設者として幹事をお願いした荒井忠志さんは、山菜加工

セミナーを現地で開催し、沿海地方の猟師を山形県飯豊町に招聘しゼンマイ加工を指導。最終的にはパッキングの機械を

猟師組合に贈与し、現地産のゼンマイが商品化された。富山県の東林勉さん（故人）は、自社が制作するカーテン生地の

端切れを小物製造の原料として無料提供するとともに、シカチアリャン村から3人の女性を３ヶ月受け入れ縫製技術の研

修を行い、キャンプ地に工場ラインを立ち上げ、小物の生産が始まった。しかしゼンマイはウラジオストクでパッケージ

販売されたものの、縫製品は販路開拓等が難渋し、キャンプの運営も上記事情でうまくいかず挫折、贈与された中古ミシ

ンは村の無職女性に提供され、民芸品の加工等に使用されることになった。しかしキャンプの運営管理が不安定で、現地

政府のリーダーによって私物化されていたキャンプの所有権を住民７７人に分筆移転していたが村や現地政府の協力を得

られず、購入資金を提供した大野に返却する希望が住民の間から上がり、数年間に渡る裁判の結果2001年所有権が大野に

移転された。その使用方法を、住民の自立的活動で検討することを提案し、大豆栽培、岩絵を活用した積極的観光振興、

青少年の活動センター等を提案して活動を始めた矢先、テレビ局の取材許可に問題が発生し、FSV（旧KGB）が介入、違

法な情報提供を拒否したところ入国拒否にあった。サハ共和国大統領から国民栄誉賞を受賞したばかりで、ロシアへの入

国拒否という不本意な状況が続いている。現在は、日本で出来る活動に切り替え「３００人の村の古代絵画展」を来年開

催する方向で準備を続けている。キャンプ地等は、シカチアリャン村及び住民代表に贈与する方向で準備している。開発

に伴う河川の汚染はアムール川も例外ではなく、深刻な変形魚がこの１５年ほど問題になっている。アムール漁労は破壊

され、私の多くの友人が漁から撤退し、都市労働者に転身後トラブルに巻き込まれ亡くなった人もいる。栄養状態の悪い

人も多く、若くして亡くなる村民が多い。若者が元気になれる村づくりの夢は捨てていない。日本でできることを模索し

たい。 

【少数民族村の経済的自立支援はなぜ挫折したか】 

①第一は受け入れ側が不安定だったこと；支援物資（中古車、ＦＡＸ、中古ミシン）、拠点施設（オフィス、キャ 

 ンプ等）を地元の第三者的代理人が私的流用・剽窃し運営が不能になったことが第一番の要因。 

②第二は成果（ゼンマイの乾燥加工技術を生かしたパック販売）の結果を日本側に通知しなかったことに見られるよ 

 うに日本側の援助への適切な対応がないなどの倫理原則を欠いたこと（山形県飯豊町では議会が姉妹村に同意） 

③2000年代初頭まで村の自治が機能しておらず、任命制の町長が自立的決定を行なえず、姉妹村への対応ができな 

 かったこと。また概して日本では少数民族村との交流パートナーを考慮することが希薄であること。 

④せっかく始まったシカチアリャン村の製作販売も販路の開拓がうまくいかなかった。これは大野の個人的な力量も 

 大きな敗因の一つと考えられる。 

⑤少数民族村は交通不便な遠隔地にあり、情報通信（電話、ＦＡＸその他）が円滑ではなかったこと等がある。 

⑥何よりも少数民族村の産業の自立支援を目指す活動を「日露交流の大きな成果の一つ」と知事は表明したが「政治 

 的自立支援」と治安機関の若手職員が歪曲した上申書で入国が阻害されたことが一番大きな挫折要因である。 



１９９２年  

   ９月 アムール河流域視察（設立準備） 
  １０月 ユーラシアンクラブ設立準備会発足 
  １１月 中古車１２台発送（ナナイ、ウリチ、ウデゲの民族村へ贈与） 
  １２月 ユーラシアンクラブキャンプ取得（シカチアリャン）  
１９９３年  
 ２月 シンポジウム開催、ユーラシアンクラブ創設（公益法人化を明記） 
  連絡用ＦＡＸを現地に設置（ウラジオストクほか５カ所） 
 ３月 民族村視察（シカチアリャンほか） 
  極東技術大学と少数民族村青年教育特別講座開設の協定書 
 ４月 キルギスタンにユーラシアンクラブ開設（拠点）。キャンプ取得 
 ５月 荒井幹事、山菜加工技術セミナー開催 
  ハバロフスク地方政府知事から人道援助の要請書 
 ６月 井口幹事、ウラジオストク視察 
  沿海地方政府知事から人道援助の要請書 
  会報「ユーラシアホットライン」創刊 
 ７月 環日本海経済交流協議会に民族文化センターで働きかけ 
 ８月 荒井幹事、極東視察（キノコ関連技術セミナーの可能性視察、沿海州） 
  要請を受けてクラブキャンプ補修（シカチアリャン） 
  ユーラシアンクラブ現地オフィス取得（ハバロフスク） 
  民族村の青年５人極東技術大学へ入学 
  １０月 中古車、布地（東林氏提供）、文房具など援助品を極東に発送 
  外務省の「日本ロシア極東交流協議会」に加入 
  山形で幹事会（発起人会設立より１年間の総括） 
  １１月 日本ロシア極東知事会議開催－正式参加・傍聴 
  「ユーラシアンクラブの設立は日露交流の大きな成果の一つ」と評価 

       （ハバロフスク地方知事） 
  １２月 伝統工芸講習３カ月コーススタート。８人入学 
１９９４年      
 １月 大野代表、チュクチ民族村視察、ユーラシアンクラブ開設 
 ２月 ユーラシアンクラブ／ロシア極東幹事会開催。 
  極東クラブの法人化、伝統産業取引所開設の方針を確認 
  ハバロフスクの現地幹事（ナナイ人ウザ・グリゴーリ）の活動開始 
 ４月 グループ別幹事方式を決定  
       会報「ユーラシアホットライン」第２号発行 
 ５月 山菜加工セミナー   
 ８月 ロシア極東地方クラブ幹事を招請、合同幹事会。 

       続いて飯豊町、小国町表敬訪問 
  会報「ユーラシアホットライン」第３号発行 
 ９月 姉妹団体、渤海遺跡調査  
  親睦旅行（中央アジア）  
  １０月 パソコン通信会議室開設（Nifty Serve） 
  １１月 日露極東知事会議に参加、飯豊町と姉妹村促進で協議 
  民族村幹事の要請により中古ミシンの寄贈活動を開始 
  会報「ユーラシアホットライン」第４号発行 
  １２月 第１陣２６台のミシンを船便送付（シカチアリャンほか） 
  クラブ忘年会（総会・親睦会）      
１９９５年        
 ５月 山形県飯豊町の使節団とクラスニーヤル村を訪問 
 ６月 郵政省国際ボランティア貯金の助成金支給決定（２事業対象） 
  会報「ユーラシアホットライン」第５号発行 
 ７月 クラブ親睦会    
 ８月 山菜加工技術指導、手工芸品技術指導のため専門家派遣 

       (ボランティア貯金助成事業) 
  中古ミシン４０台搬送（シカチアリャンほか村興し） 
  親睦旅行（沿海地方）   
 ９月 親睦旅行（中央アジア）  
  １１月 会報「ユーラシアホットライン」第６号発行 
  １２月 富山県の会員がシカチアリャン村の女性３人を招聘 

（東林氏、手工芸品技術研修） 
  ニブヒ代表招聘    
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９６年       
 １月 民族村親睦旅行（沿海州）  
 ３月 シカチアリャン村訪問   
  会報「ユーラシアホットライン」第７号発行 
 ５月 縫製産業育成専門家４人がシカチアリャン村を訪問、作業ラインを構築 
  山形県飯豊町がクラスニーヤル村の猟師３人を招聘 
  ツングース語講座（風間伸次郎講師） 
 ６月 飯豊町の山菜加工専門家４人がクラスニーヤル村を訪問、技術指導 
  キルギスタンの幹事（映画監督・カリジン・アクマタリエフ）招聘 

         （国際交流基金） 
  クラブ創設幹事会 

      （本会が、将来の公益法人における理事会であるとの位置づけを確認） 
 ７月 クラブ親睦会    
 ８月 親睦旅行（沿海州）   
  親睦旅行（中央アジア）  
  会報「ユーラシアホットライン」第８号発行 
 ９月 親睦旅行（アムール河流域） 
  縫製技術セミナー   
  １０月 公益法人設立趣意書作成  
  秋の温泉旅行、雪室（グリーンファーム）見学：小出郷・湯之谷村 
  １１月 「在日ユーラシア人の会」準備会スタート 
  １２月 在日ユーラシア人の会設立  
  コラ・ベルディＣＤ「白き島」制作 
  会報「ユーラシアホットライン」第９号発行 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 

１９９７年       
 １月 シカチアリャン村視察（手工芸品製造等） 
  ロシア極東地区幹事会（北方少数民族コミュニケーションウィーク合意） 
  シカチアリャン民族文化センター建設への協力を 

        ロシア国家北方委員会ハバロフスク支部長に依頼    
  在日ユーラシア人の会第１回ミーティング 
 ３月 ユーラシア・ティーパーティ（東京芸術劇場） 
  キルギス留学生湯之谷村・小出町でホームステイ（１人） 
 ５月 シカチアリャン村小学校、幼稚園に文具、遊具寄贈 
  “稲作＆温泉 in 湯之谷”ツアー（新潟県小出町、湯之谷村） 
  クラブ幹事会（９６年度事業・会計報告） 
 ６月 バザール参加 映画「大シルクロード」試写会（日本映画学校） 
 ７月 クラブ親睦会    
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
 ８月 親睦旅行（中央アジア）  
 ９月 親睦旅行（沿海州）   
  “稲刈＆温泉 in 湯之谷”ツアー（新潟県小出町、湯之谷村） 
  １０月 バザール参加    
  会報「ユーラシアホットライン」第１０号発行 
  第１回ユーラシアンフォーラム（懇談会） 
  ユーラシアンフォーラム（月刊ニュースレター）創刊 
  １２月 第２回ユーラシアンフォーラム（懇談会） 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９８年       
 １月 シカチアリャン村視察（手工芸品製造等）、学用品寄贈 
  ビシュケク第一中学校に学用品等寄贈 
  ユーラシアフォーラム：キルギス学校寄付報告等 
 ２月 民族料理を食べる会（セシオン杉並） 
  舞台芸術フェアにブース出展、“ユーラシア芸能祭実行委員会”呼掛け 
 ３月 ユーラシアンフォーラム（ジカ:キルギスの文化、日本の文化） 
  留学生５名、湯之谷村・小出町でホームステイ 
  （サハ２名、キルギス１名） 
 ４月 会報・ニュースレターの紙名交換 

      （ニュースレターを「ホットライン」とする） 
  ユーラシアンフォーラム・ｱﾝﾄﾞﾚｲ&ﾅﾀｰﾘｬ：日本語とサハ語､他 
  会報「ユーラシアンフォーラム」第１１号発行 
 ５月 シカチアリャン村小学校、幼稚園に文具、遊具寄贈 
  ユーラシアンフォーラム・岩間典夫：オロチョン人として生きて 
  寺沢上人：クルド支援活動  
  ﾓﾛﾄﾞｶﾞｼﾞｴﾌ･ﾘｽﾍﾞｸ:中央ｱｼﾞｱの国際関係－政治経済等 
 ６月 クラブ幹事会（９７年度事業・会計報告） 
  ユーラシアンフォーラム・ｶﾑｼｭﾍﾞｸ･ｵﾑﾙｻﾞｺﾌ:キルギスの国際関係 
  ｻﾞﾋﾄﾞﾌ･ﾑｻﾞﾌｧｰﾙ:ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝについて 
 ７月 クラブ親睦会    
  ユーラシアンフォーラム：ｼｮﾏﾉﾌ･ｱｽｶｰ:ｶｻﾞﾌｽﾀﾝの経済 
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
 ８月 親睦旅行（中央アジア）  
  親睦旅行（沿海州）   
 ９月 サハ、タジク、キルギス留学生（計４名）送別会・蜂蜜パーティ 
  留学生１名、富山市でホームステイ（サハ） 
  １０月 “紅葉＆温泉＆ミーティング in 湯之谷”（新潟県小出

町、湯之谷村） 
  ユーラシアンフォーラム・ｱﾅｽﾀｰﾄｳﾞｧ･ｵﾘｶﾞ:ｻﾊの外交等 
  会報「ユーラシアフォーラム」第１２号発行 
  １１月 ユーラシアンフォーラム・ｳｽﾏﾉﾌ･ﾌｧﾙｰﾌ:ｳﾐﾄﾞ基金 
  ｻﾞﾋﾄﾞﾌ･ｼｪﾙｿﾞｯﾄﾞ:国際関係～ｳｽﾞﾍﾞｸを中心に 
  １２月 ユーラシアンフォーラム・ｲﾘｰﾅ･ﾃｨｼｪﾅ:サハの伝統的祝日 
  ﾋﾞﾚｸﾞ:モンゴル子供基金  
  赤城山麓サッカー親善試合（群馬県） 
  クラブ忘年会（総会・親睦会） 
１９９９年       
 １月 シカチアリャン村ほか沿海州視察（手工芸品製造等） 
  群馬ＴＶ出演（大野、後藤） 
  会報「ユーラシアフォーラム」第１３号発行 
 ２月 リスベク送別会    
  モンゴル映画上映“四季『遊牧』～ツェルゲルの人々” 

        （オリンピック記念青少年総合センター） 
 ３月 ユーラシアンフォーラム  
 ５月 写真展「ユーラシア源流～“遊牧民”のくらしと文化展」 
 ６月 Raipon(ロシア北方少数民族協会)懇談会 
 ７月 留学生会議準備会（伊豆）  
  ユーラシア・コミュニケーション・フェス（新潟・小出郷文化会館） 
  留学生１名、富山市でホームステイ（サハ） 
 ８月 親睦旅行（沿海州）   
  親睦旅行（中央アジア）、 

      キルギス第一寄宿舎学校日本語科に教科書、ビデオテレビ寄贈 
 ９月 サハ、タジク、キルギス留学生（計４名）送別会、富士山登山 
  １０月 “紅葉＆温泉＆ミーティング in 湯之谷”（新潟県小出町、湯之谷村） 
  １１月 クラブ幹事会（９８年度事業・会計報告） 
  １２月 クラブ忘年会（総会・親睦会） 
２０００年       
 １月 新年会     
 ２月 小会議室開室(東京都渋谷区) 
※ 以上第一期の、黒字は極東少数民族支援の活動。キャンプやオフィスが代理人の私

的流用で運営不能となり、活動が低下しているのがわかる。その一方で、留学生や新設

大使館や総領事部を通した活動（緑字）増が、中央アジア、モンゴル、サハ等をテーマ

としたフォーラムや親睦旅行の増加に反映されている。群馬での取り組みは「中央アジ

アユーラシアクラブ」の分離独立を産み、都内での活動の大きな障害となっている。 

【第一期の活動の軌跡】（民族誌映像を見る会、インターカレッジ文化講座等を除く） 



【私の夢と懺悔】下記の記事は「ユーラシアンホットライン第2号1994年5月20日付」に掲載されたもの

です。チュコト半島ウスチベラヤ村で厳冬２月に出会った人たちとユーラシアンクラブを作り、役に

立ちたいと動いていました。いかにせん、当時はまだ今のような情報通信社会でなく、電話もＦＡＸ

も不通、現地に行くのも大変な時代でした。なんとかしようと思っていたが果たせなかった。人生は

悔い残して終わるのかと切ない気持ちです。ボネさんごめん。 



【総括Ⅱ理解促進】 

（民族誌映像を見る会、インターカレッジ文化講座ユーラシアンフォーラム等）に取り組んだ：参加者の

知的好奇心に大いに答える活動だったが、少数民族を支援する活動参加にはつながらなかった。手間の割

に成果のない理解促進活動を、五感を通してアジア理解につながる音楽を通した理解促進に切り替え、ア

ジア・シルクロード音楽キャラバンやフェスティバルの実施をスタートした（1997年～）。 

● 民族誌映像を見る会は、東京シネマ新社㈱の岡田一男氏からの申し出によって、上映会を呼びかけ実施して

いた。普段陽の目を見ることの少ない貴重な映像は、系統的な民族理解の手法として好評で継続された。クラブ

履歴書では、1993年7月にスタートし、1996年3月まで、第1回目の映像タイトルが不明だが、30回を重ねた。岡

田ご夫妻に感謝いたします。 

 

１９９３年  
 ７月  民族誌映像を見る会スタート 
 ８月 民族誌映像を見る会「アイヌの熊祭りと他の民族の熊祭りを比較する」 
 ９月 民族誌映像を見る会「シベリアの少数民族のシャーマニズム」 
 １０月 民族誌映像を見る会「ブリヤートの文化」 
 １１月 民族誌映像を見る会「極東ロシアとサハリンの先住民族の歴史と現況」 
 １２月 民族誌映像を見る会「フィン・ウゴル系の諸民族」 
１９９４年      
 ２月 民族誌映像を見る会「エヴェンキ  タイガの遊牧民」 
 ３月 民族誌映像を見る会「サハの口琴」 
 ４月 民族誌映像を見る会「復元されたアイヌ映像」 
 ５月  民族誌映像を見る会「アラスカ  ユピック・エスキモー」 
 ６月 民族誌映像を見る会「チベット仏教  ２つのモンラム祭」 
 ７月 民族誌映像を見る会「カザフスタン  復権するステップ遊牧僕文化」 
 ８月 民族誌映像を見る会「シベリアの極小諸民族」 
 ９月  民族誌映像を見る会「バルトの民族と英国の民族」 
 １０月 民族誌映像を見る会「トゥーヴァ  チュルク民族とモンゴル文化の接点」 
 １１月 民族誌映像を見る会「カナダ  イグルーリック・イヌイト」 
 １２月 民族誌映像を見る会「舟 ①」      
１９９５年        
 １月 民族誌映像を見る会「サミ  過去と現在」 
 ３月 民族誌映像を見る会「サハの文化」 
 ５月 民族誌映像を見る会「タイミール半島の自然と人々」 
 ６月 民族誌映像を見る会「モンゴル人民共和国の時代の映像から」 
 ７月 民族誌映像を見る会「ツングースと呼ばれた人々」 
 ８月 民族誌映像を見る会「バイカル湖  シベリアの環境問題」              
 ９月 民族誌映像を見る会「ユーラシアの口琴を巡って」 
 １０月 民族誌映像を見る会「ダゲスタンの人々と工芸」 
 １１月 民族誌映像を見る会「カナダの先住民族問題を考える」 
 １２月 民族誌映像を見る会「中央アジアの楽器と音楽」    
１９９６年       
 １月 民族誌映像を見る会「熊送りを巡って」 
 ２月 民族誌映像を見る会「中国の映像人類学」 
 ３月 民族誌映像を見る会「旧ソ連の異民族  コーリョーサラム」 



１９９３年  
 ６月 北方ユーラシア学会第１回例会（オブザーバー参加） 
 ９月 姉妹団体｢北方ユーラシア学会｣のペトログリフ調査協力 

（ウスリー河、アムール河流域） 
 １０月 北方ユーラシア学会第２回例会（オブザーバー参加） 
  北方ユーラシア学会理事会にて、ユーラシアンクラブを姉妹団体と確認 
 １２月 北方ユーラシア学会第３回例会 
１９９４年      
 ９月 姉妹団体北方ユーラシア学会、渤海遺跡調査  
  １２月 北方ユーラシア学会の学術調査団と現地訪問協力（沿海地方） 
１９９５年        
 １月 北方ユーラシア学会、東大、一橋大、千葉大、早大、國学院大、 
  国士館大、創価大と協力、インターカレッジ文化教養講座計画確定 
 ２月 ウラジオストクの代理人とインターネット通信開始 
 ３月 第１回記念講演会「民族の共生、自然との共生」（早稲田大学国際会議場） 
  講師：田中克彦、大林太良、松本秀雄 
 ４月 インターカレッジ文化講座スタート（☆）（国立教育会館）社団法人東京倶楽部の助成決定 
  ☆林俊雄、川又正智、佐々木史郎 …… ４月のテーマ「歩く」 
 ５月 ☆加藤九祚、吉田集而、山田吾郎 …… ５月のテーマ「食べる」 
 ６月 ☆伊東一郎、荻原真子、大林太良 …… ６月のテーマ「祀る」 
 １０月 後期講座スタート   
  ☆加藤定子、矢島叡、村澤博人 …… １０月のテーマ「着る」 
 １１月 アイヌ文化フォーラム（１８、２５日） 
  ☆浅川滋男、渡辺仁、大貫静夫 …… １１月のテーマ「住む」 
 １２月 アイヌ文化フォーラム（２～３日、山荘ポロチセ訪問） 
  ☆風間伸次郎、中川裕、金子亨 …… １２月のテーマ「話す」 
１９９６年       
 ３月 第２回記念講演会｢民族の海：ユーラシアの喜びと悲しみ－１９世紀と２１世紀の間｣ 
  講師：加藤九祚、田村晃一、荻原真子 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“民族の海” 
  ☆加藤晋平、白井久也、中本信幸 …… ４月のテーマ「シベリアの真珠バイカル」 
 ５月 ☆佐々木利和、小嶋芳孝、原暉之 …… ５月のテーマ「モンガボ・アムールの旅」 
  ツングース語講座（風間伸次郎講師） 
 ６月 キルギスタンの幹事（映画監督・カリジン・アクマタリエフ）招聘（国際交流基金） 
  ☆高倉浩樹、藤代節、ニコライ・バラムィギン …… ６月のテーマ「大河回廊レナ」 
 ９月 北方ユーラシア学会の渤海遺跡調査協力 
 １０月後期文化講座スタート ☆林俊雄、岡田英弘、小長谷有紀…… １０月のテーマ「ユーラシア１万キロ」 
 １１月アイヌ文化フォーラム（高橋規講師） 
  騎馬民族誌映像を見る会（講師:林俊雄、工藤充） 
  ☆本郷民男、小松久男、宇藤千枝子 …… １１月のテーマ「“神々”の交替」 
 １２月 ☆金子亨、志茂碩敏、田中克彦 …… １２月のテーマ「草原の民－流転と興亡」 
１９９７年       
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“ユーラシアの風” 
  ☆赤澤猛、宝来聰、山口敏 …… ４月のテーマ「人類の形成」 
 ５月 ☆井上紘一、金子亨、直川礼緒 …… ５月のテーマ「民族の形成」 
 ６月 ☆谷本一之、藤井知昭 …… ６月のテーマ「芸能と音」 
  映画「大シルクロード」試写会（日本映画学校） 
 ７月 ☆田中哲二講座  「中央アジアの親日国キルギス」 
 ９月 北方ユーラシア学会による渤海調査協力 
 １０月 後期文化講座スタート ☆岡内三眞、藤本強、枡本哲 …… １０月のテーマ「歴史探訪」 
 １１月 シンポジウム 「古代の海を渡ったユーラシアの風－現代の渤海船を派遣しよう」 
  ☆橘守、石塚猛、池田憲彦 …… １１月のテーマ「自然との共生」 
 １２月 アイヌ文化フォーラム（アイヌ文化交流センター、高橋規講師） 
  ☆安田憲彦、佐藤洋一郎、阪本寧男 …… １２月のテーマ「農耕の起源」 
１９９８年       
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“国家、民族、宗教を超えて” 
  ☆岩間典夫、辺真一、高橋義夫…… ４月のテーマ「民族と国家の狭間」 
 ５月 ☆服部英二、杉山正明、坂本勉 …… ５月のテーマ「ユーラシアの潮流」 
 ６月 ☆吉田世津子、山下宗久、小野智香子 …… ６月のテーマ「フィールドレポート」 
 １０月 後期文化講座スタート   
  ☆森安孝夫、片山章雄、宇田川洋 …… １０月のテーマ「ユーラシアの古代文字」 
 １１月 ☆林俊雄、吉田豊 …… １１月のテーマ「歴史を作った人々」 
     杉山正明講師分３月に延期 
 １２月☆堀晄、大貫静夫、谷一尚 …… １２月のテーマ「フィールドレポート」 
１９９９年       
 ３月 ☆文化講座・杉山正明講師“マルコ・ポーロの謎”(98.11の振替) 
 ４月 文化講座スタート 通年テーマ“国家、民族、宗教を超えて” 
  ☆岡田明憲、井本英一、前田耕作 …… 「ゾロアスター(教)の誕生と背景」 
                          －前橋会場とＴＶ中継－ 
 ５月 ☆岡田明憲 …… ５月のテーマ「ゾロアスター教と世界宗教」 
 ６月 ☆岡田明憲 …… ６月のテーマ「古代日本とゾロアスター教」 
 １０月☆楠  賢道 …… １０月のテーマ「中国新疆ウイグル自治区の満州族“シボ族”」 
 １１月☆ﾊﾞﾄﾞﾏ・ｱﾙﾙﾀﾉﾌ …… １１月のテーマ「ロシアのモンゴル国“カルムィック”」 
 １２月☆松村一登 …… １２月のテーマ「ウラル系の少数民族マリ人」 
  武蔵大学公開講座“中央アジアの新視点－ウズベキスタン今と昔”に企画協力 
２０００年       
 １月 ☆鈴木  董 … １月のテーマ「ユーラシア再発見･忘れられた超大国－オスマントルコ」 
 ２月 ☆前田耕作 … ２月のテーマ「生活文化編・飛天の系譜－天使､ドラゴン､鹿､英雄」 
   ３月 ☆加藤九祚 … ３月のテーマ「玄奘三蔵が訪れたカラテペ(ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ)発掘報告」 

●【理解促進のための活動】は民族誌映像を見る会と並行して、北方ユーラシア学会の研究者等の協力に

よって、北方ユーラシア学会による学術調査及びインターカレッジ文化講座ユーラシアンフォーラム、アイ

ヌ文化フォーラム他の活動が、合計100回を超える催しとして実施された。文化講座のレベルは当時として

は日本最高の水準にあった。 



【支援協力促進】の活動 

民族村自立支援 技術研修 販売 布地搬送 中古

車 ＦＡＸ 青年教育支援 小学校文房具支援 

シカチアリャン、キルギス、モンゴル 

火災、病気、日本語教育、ホームステイ、 

【理解促進】の活動 ：民族誌映像を見る会 

インターカレッジ文化講座 アイヌ文化フォーラム 

民族料理を食べる会 写真展 講演会、シンポジウム 

ユーラシアンフォーラ

ム 留学生フォーラ

ム・懇話会 ユーラシ

ア言語文化塾 アジ

ア・シルクロード音楽

フ ェ ス テ ィ バ ル、

ミュージックキャラバ

ン 

※姉妹団体｢北方ユーラ

シア学会｣のペ

トログリフ調査

協力（ウスリー

河、アムール河

流域）  
※ 大 阪 の ア ン

コールワット拓

本保存会の協力

で拓本採取 

【親睦促進]の活動 ： 親睦旅行／沿海地方、アムール流

域、中央アジア、 留学生送別会、海水浴、富士登山、忘年

会、暑気払い、サッカー交流 



新潟県小出郷文化会館で開催 

ユーラシアコミュニケーションフェス 

ロシア連邦北方先住民族協会

リーダーと懇談 

↑は全国公文協と芸団協が開催した舞台芸術フェアでモンゴル、ウィグルなどの音楽をアピール。上はシルクロー

ド倶楽部を運営された白石夫妻 

↓はキルギス親睦旅行。髭の男性が「大シルクロード」の映画監督カリジン・アクマタリエフ氏 



２０００年      
 １月 新年会  
  ☆鈴木  董 … １月のテーマ「ユーラシア再発見･忘れられた超大国－オスマントルコ」
  
 ２月 ☆前田耕作 … ２月のテーマ「生活文化編・飛天の系譜－天使､ドラゴン､鹿､英雄」 
  小会議室開室(東京都渋谷区) 
 ３月 「チェチェン緊急報告会」制作協力（東京芸術劇場） 
  ☆加藤九祚 … ３月のテーマ「玄奘三蔵が訪れたカラテペ(ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ)発掘報告」  
  言語文化塾開始：カタカナで学ぶモンゴル語(講師：アロハン)  
 ４月 親睦旅行（沿海州） 
   ５月 ユーラシア言語文化塾：ウイグル語、アゼルバイジャン語、ウズベク語 
  モンゴル子供発展センターに文具、教育機材寄贈  
 ７月 海水浴合宿(鎌倉）         
  モンゴル子供発展センターに寄付（文具および約７００ドル）    
  ８月 極東、中央アジア旅行         
    １１月 留学生の門出を祝う会（留学生結婚祝賀パーティ）(東京芸術劇場)    
    １２月 特定非営利活動法人ユーラシアンクラブ」認証 
２００１年      
 １月 親睦旅行（沿海地方）・クラブキャンプ施設改修準備視察 
  キルギス文化フォーラム（江東区文化センター） 
  口琴・ホーミー塾開催（01/1月～5回） 
 ３月 講演「現代のシルクロード：中央アジアユニオンの模索」(シェルゾド)  
  下町ユーラシア文化ルネッサンスプレフェスティバル開催（深川江戸資料館） 

    ～「獅子幻想  暮らしに潜むシルクロード発見」    
 ４月 ウズベキスタン歴史文化体験旅行・テルメズ遺跡見学     
  アンサンブル“大地の響き”出張演奏（東京プリンスホテル、国技館他都内数箇所）  
  5月 17日付で、シカチアリャンキャンプの登記簿完了（文化局→住民75人→裁判登記変更）  
 ７月 留学生懇話会（ウイグル、サハ）  
  留学生ＢＢＱ交流会（葛西臨海公園）       
 ８月 留学生懇話会（ウイグル、オイラートモンゴル）      
    １０月 留学生懇話会（ウズベク、ジュンガルモンゴル、アゼルバイジャン、カラカラパク）  
２００２年             

      １月 極東視察、シカチアリャンコミュニティキャンプ合同委員会     
 ３月 「ユーラシア紛争地特別フォーラム」開催（早稲田大学小野講堂）    
  ウズベキスタンよりサシマコム招聘・公演（東京・埼玉・新潟にて４公演）   
 ４月 極東現地合同サポート委員会開催        
  ウズベキスタン親睦旅行         
  発掘調査（加藤九祚先生･ウズベキスタン）支援のベルトコンベア空輸    
 ６月 ユーラシア留学生フォーラム （イラン、ウズベキスタン、トルクメニスタン、パキスタン/駒込和装学院） 
 ７月 アジア･シルクロード舞姫の競演（板橋区立文化会館）     
 ８月 親睦旅行（沿海地方）         
  ２１世紀日ロ交流促進実行委員会発足       
 ９月 ウイグル旅行（ウルムチ、トルファン他）       
    １０月  ウズベキスタンよりイスマトフ氏招聘、「音の回廊」公演（東京、神奈川、宮崎）  
    １１月  フォーラムシリーズ21「ならず者国家とマスメディア報道」（益岡賢講師･於早稲田大学） 
    １２月  留学生フォーラム「ウズベキスタン･カラカルパクの暮らしと文化」（東京芸術劇場会議室）      12月22日、母幸子逝去 
２００３年           
 １月 新年総会  
  ハバロフスク、シカチアリャン、クラスニーヤル視察（民族芸能祭打合せ）   
  フォーラムシリーズ21「軍事ジャーナリストが見たユーラシア」（鍛冶俊樹講師、於早稲田大学） 

                                                       6月7日、父親生逝去 
 ８月 ２１世紀日本･ロシア交流促進フェスティバル（企画制作）（於ハバロフスク・シカチ アリャン） 
 ９月 アジア・シルクロード音楽フェスティバル（宮城、宮崎）     
    １０月 アジア・シルクロード音楽フェスティバル（岡崎・共催）     
  アジア・シルクロード音楽フェスティバル（東京）     
２００４年    
 ２月  新春懇親会 
 ８月  極東親睦旅行、文具寄贈         
  9月  「大地の学校」スタート。燃料電池プロジェクト      
    １０月  アジア・シルクロード音楽フェスティバル企画制作（愛知、宮崎、福島）   
    １１月  アジア・シルクロード音楽フェスティバル（東京）      
２０0５年            
 １月  サハ共和国国立劇場主催公演制作依頼（大野総合プロデュース、クラブ協力）   
 ２月  新春懇親会、アジア・シルクロード音楽フェスティバル関係者会議    
 ３月  「キース・デビリエー太古の響き」彩の国さいたま芸術劇場公演 →    
 ７月   キルギス民族アンサンブル「オルドサフナ」日本公演     
  １０月  アジア・シルクロード音楽フェスティバル（中央区・日本橋公会堂） 
  １１月 愛川サライの設置決定 
２００６年            

 １月 アムール川汚染状況視察 
    3月 キルギス共和国大使館文化アドバイザー就任 
    6月 シカチアリャン自立支援チャリティコンサート 

    7月 シカチアリャン自立プログラム合意NPO創設資金として20万円寄付 
      愛川サライ「大地のフォーラム730-06愛川」 
        １１月 大野遼サハ共和国国民栄誉賞受賞・・・ＦＳＢがスパイ打診。大野強く拒絶 
２００７年 
      3月 アジアの瞳サマーキャンプ&フェスティバルの日時決定 
     4月 日本橋祭りに参加   （ライハスロー、タラー、ジリンバヤラ、アブライティ、イダヤット、松本、石阪、伊良皆、キルギス大使館） 
           5月 フェスティバル参加者募集  （共同通信、新潟日報、読売新聞、中央区民新聞掲載。ＮＨＫテレビ・ラジオで紹介） 
      6月 日本橋三越劇場でアジアシルクロードフェスティバル  （名橋「日本橋」保存会共催、自転車振興会助成） 
     7月 三越環境イベントに出演 
     9月 キルギスでアジアの瞳サマーキャンプ&フェスティバル実施（日本から48人参加）・・・rロシア入国禁止が判明 
   １１月 キルギス共和国大統領Ｋ．バキエフ大統領来日（外務大臣、イシククル州知事と懇談） 
   １１月 愛川サライ収穫祭 キルギス音楽・カリマン・ウメトヴァエヴァコンサート 

ユーラシアンクラブ創設の第二期（2000年～2007年）支部愛川サライ設置まで 



 【小会議室の確保、そして特定非営利活動法人認証】 

 

 2000年に入り、新宿駅南口から徒歩3分、甲州街道沿いのビル中庭に立つプレハブ小屋がユーラシアンクラ

ブの事務所となった。会議室を持たない時期は、池袋にある東京芸術劇場、喫茶店等に予約を入れて活動し

ていた。いつでも面会し、会議ができる場所ができたことで活動は格段に進歩した。交通至便で訪れる人も

多く、この会議室での各種講座、イベント立案の拠点として多くの事業が企画された。この年の12月には、

1998年12月に施行された特定非営利活動法人促進法に基づく、特定非営利活動法人として認定され懸案だっ

た公益法人となりました。 

 

●ユーラシア言語文化熟のスタート 

①カタカナで学ぶモンゴル語②ウイグル語③アゼルバイジャン語④ウズベク語⑤口琴・ホーミー塾⑥留学生

懇話会（ウィグル、サハ）⑦留学生懇話会（ウィグル、オイラートモンゴル）⑧留学生懇話会（ウズベク、

ジュンガルモンゴル、アゼルバイジャン、カラカラパク）⑨「大地の学校」（燃料電池プロジェクト） 

 

●会議室から生まれた大型企画 

①「チチェン緊急報告会」制作協力（東京芸術劇場） 

②留学生の門出を祝う会（留学生結婚祝賀パーティ）東京芸術劇場 

③キルギス文化フォーラム（江東区文化センター） 

④講演「現代のシルクロード：中央アジアユニオンの模索」（シェルゾド） 

⑤下町ユーラシア文化ルネッサンスプレフェスティバル開催（深川江戸資料館）～「獅子幻想 暮らしに潜

むシルクロード発見」 

⑥アンサンブル「大地の響き」出張演奏（東京プリンスホテル、国技館ほか都内数箇所） 

⑦留学生BBQ交流会（葛西臨海公園） 

⑧「ユーラシア紛争地特別フォーラム」開催（早稲田大学小野行動） 

⑨ウズベキスタン・サシマコム招聘公演（東京、埼玉、新潟で4公演） 

⑩発掘調査支援のベルトコンベア空輸（加藤九祚先生・ウズベキスタン） 

⑪ユーラシア留学生フォーラム（イラン、ウズベキスタン、トルクメニスタン、パキスタン駒込和装学院） 

⑫アジア・シルクロード舞姫の競演（板橋区立文化会館） 

⑬ウズベキスタンよりイスマトフ氏招聘、「音の回廊」公演（東京、神奈川、宮崎） 

⑭フォーラムシリーズ21「ならず者国家とマスメディア報道」 

⑮留学生フォーラム「ウズベキスタン・カラカルパクの暮らしと文化」（東京芸術劇場） 

⑯フォーラムシリーズ「軍事ジャーナリストが見たユーラシア」（鍛冶俊樹、早稲田大学） 

⑰21世紀日本・ロシア交流促進フェスティバル（企画制作）（ハバロフスク・シカチアリャン） 

⑱アジア・シルクロード音楽フェスティバル（宮城、宮崎、岡崎、東京／2003）（愛知、宮崎、福島、東

京／2004）（中央区日本橋公会堂／2005） 

⑲サハ共和国国立劇場主催公演制作（大野遼総合プロデュース、ユーラシアンクラブ協力、文化庁後援） 

     「キース・デビリエ－太古の響き」（彩の国さいたま芸術劇場公演） 

⑳キルギス・民族アンサンブル「オルドサフナ」日本公演（すみだトリフォニーホール） 

【キルギスプロジェクト】 

 

①2005年7月、キルギス民族アンサンブル「オルドサフナ」招へい公演（すみだトリフォニーホール） 

 ※要請を受けて、キルギス共和国のためのグランドデザイン「アジアの瞳」完成・大使館に提供。ダスタ

ン・サリグロフ氏からグランドデザイン賞賛の手紙受領。「アジアの瞳」がキルギス国内でキルギスのキャッ

チコピーととして語られることもある。 

②2006年3月、キルギス共和国大使館文化アドバイザー就任 

③2007年3月、アジアの瞳サマーキャンプ＆フェスティバルの日時決定 

④   4月、日本橋祭りに参加 

⑤   5月、フェスティバル参加者募集 

      （共同通信、新潟日報、読売新聞、中央区民新聞掲載。ＮＨＫテレビ・ラジオで紹介） 

⑥   6月、日本橋三越劇場でアジア・シルクロードフェスティバル 

           （名橋日本橋保存会共催、自転車振興会助成） 

⑦   7月、三越環境イベントに出演 

⑧   9月、キルギスでアジアの瞳サマーキャンプ＆フェスティバル実施（日本から48人参加） 

                                   ―ロシアへの入国禁止が判明 

⑨   11月、キルギス共和国大統領Ｋ．バキエフ氏来日 

⑩    キルギス共和国大使館が大野遼に感謝状 



【シカチアリャン村支援ロシアでの活動挫折】 

 一方、不正常な管理で活動が停滞していたシカチアリャン村のキャンプの運営については、住民側からキャ

ンプの登記の移転訴訟が起こされて、三年越しの審理の末に、購入資金の提供者である大野遼に所有権を移転

するとの決定が出され、2001年5月17日付で登記が完了した。これによって大野が管理、税の支払いを行うこ

とになったが、住民側の運営、管理の体制は整わず、村役場や住民と使用方法について協議した結果、2006年
７月、「積極的観光振興」「大豆栽培」「青年技術研修」などを内容とするシカチアリャン村自立プログラム

で合意、これから本格的に取り組もうとしていた矢先、テレビ局の取材の申し入れがあり、同行したところテ

レビ局側はヘリでの取材許可を取らずにチャーターし治安機関の捜査を受けることになった。私は同乗したこ

とを咎められることはなかったが、12月ハバロフスクを別件で訪ねた際に、治安機関の職員から自民党総裁選

挙や海上保安庁の動向について情報提供を求められた。これを強く拒絶したところ、翌2007年9月、キルギス

を訪れた際に、治安機関から危険人物リストに載せられて、ロシア連邦への入国拒否者扱いとなっていること

が判明した。まったくうかつな行動だったと反省しているが既に遅く、ロシアでの活動が不可能となった。表

向きの入国禁止理由は「少数民族の自立支援」のようだが、「政治的自立支援」ではなく、ハバロフスク地方

政府の知事が「日ロ交流の成果」と賛同した「経済的自立の支援」であり問題はない。ＦＳＢが要請した情報

提供を拒否したことへの見せしめと受け止めている。以来7年余りを経過することになったが、日本国内での

活動を模索することになった。 

 2006年7月には村の自立とキャンプ運営に携わるＮＰＯ創設資金として20万円をニーナ村長に手渡した。そ

の後自立プログラムの拠点として運用して欲しいと、ハバロフスクの日本領事館を通して、キャンプの村役場

への提供を申し出たが、ニーナ村長はこれを「キャンプの使用制限は受けたくない」と拒否した。理解不能の

状態にある。 

 一方、この間、発病した家族のフォローのため自宅の転居が続き、現在の神奈川県愛甲郡愛川町に移転した

2005年の暮れ12月、支部愛川サライの開設を決め、地域での活動を始めることになった。 

 ユーラシアンクラブの活動の在り方も見直す議論を初め、大野遼中心の「大野クラブ」といった評価の脱

却、日本人だけでユーラシアを語る「日本人クラブ」の脱皮、砂漠に水を撒くような各地でのイベントを見直

す「地域拠点型」活動への転換、人と文化の交流の前提となる「情報の発信・通信」活動の拡充―などを提起

した。 

【親睦旅行等】 

2000年4月、沿海地方親睦旅行 

   5月、7月、モンゴル子ども発展センターに寄付 

   7月、留学生海水浴合宿（鎌倉） 

   8月、極東、中央アジア親睦旅行 

2001年1月、沿海地方親睦旅行・クラブキャンプ施設改修準備視察 

   4月、ウズベキスタン歴史文化体験旅行・テルメズ遺跡見学 

   5月、17日付でシカチアリャンキャンプ登記簿完了（文化局→住民75人→裁判登記変更 

2002年1月、極東視察、シカチアリャンコミュニティキャンプ合同委員会 

   4月、極東現地合同サポート委員会開催 

        ウズベキスタン親睦旅行 

    8月、沿海地方親睦旅行 21世紀日露交流促進実行委員会発足 

       9月、ウィグル旅行（ウルムチ、トルファン、クチャ、カシュガル） 

2003年1月、ハバロフスク、シカチアリャン、クラスニーヤル視察（民族芸能祭打ち合せ） 

      8月、２１世紀日本･ロシア交流促進フェスティバル（企画制作）（於ハバロフスク・シカチアリャ

ン） 

2004年8月、極東親睦旅行、文具寄贈 

2006年1月、アムール川汚染状況視察 

   6月、シカチアリャン自立支援チャリティコンサート 

   7月、シカチアリャン自立プログラム合意NPO創設資金として20万円寄付。 

     11月、大野遼サハ共和国国民栄誉賞受賞   －ＦＳＢがスパイ打診。強く拒絶 

2007年5月、                  －大野遼ロシア入国禁止決定  

   9月、                  －キルギスフェス入国時に「禁止」が判明 

【支部愛川サライ設置】 

2005年4月、神奈川県平塚市から神奈川県愛甲郡愛川町に転居 

   12月、支部愛川サライ設置決定 

2006年7月、愛川サライ「大地のフォーラム」 

2007年11月、愛川サライ収穫祭、キルギスの音楽 カリマン・ウメトヴァエヴァ 

   12月、アジアシルクロードアンテナショップ・チャイハナ「愛川サライ」（支部事務局）オープン 
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宮崎県門川町で10年以上続いた交流 













ーキルギスプロジェクト（2005年～2007年）ー 

①グランドデザイン「アジアの瞳」を提案 

②三越劇場での公演・映画祭、 

③キルギスでフェスティバル、日本から48人が参加、 

 リニューアルエネルギーのシンポジウムを行いました 
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